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今年もいっぱい泳ごうね！
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周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
の
公
表

期末勤勉手当
（支給割合）

職制上の加算措置あり

　　　　　　　期末手当　　勤勉手当　
　　　６月期　1.4 月分　0.725 月分　
         12 月期　1.6 月分　0.725 月分　
　　　　合計　3.0 月分　1.450 月分

扶養手当（月額）

１　配偶者　13,000 円　
２　扶養親族（２人まで）　6,000 円　
３　その他　5,000 円　
４　特定扶養親族（16歳から 22歳）　5,000 円加算

住居手当（月額）
支給上限額　27,000 円

１　借家　
　家賃 23,000 円以下　家賃－ 12,000 円　
　家賃 23,000 円以上（家賃－ 23,000）／２＋ 11,000 円
２　持ち家　2,000 円

通勤手当（月額）

１　交通機関利用　
　１月分定期券購入費相当額（支給上限額 55,000 円）　
２　交通用具利用　
　距離制（２ｋｍ～ 42ｋｍ以上　2,000 円～ 34,500 円）

時間外勤務手当

１　平日　１時間当たり単価× 125 ／ 100　
２　休日　１時間当たり単価× 135 ／ 100　
　　深夜勤務（午後 10時～午前５時）の場合は
　　25／ 100 をそれぞれに加算

管理職手当 それぞれの職務に応じて給料月額の５％、６％、７％

特殊勤務手当
１　感染症防疫手当　日　290 円　
２　放射線取扱手当　日　230 円　
３　危険手当　　　　月 5,000 円

退職手当

勤続 20年　30.55 月分　
勤続 25年　41.34 月分　
勤続 35年　59.28 月分　
最高限度 59.28 月分、ただし自己都合退職の場合は減額あり。

職員手当の状況

職員の初任給の状況

職員の平均給料月額
及び平均年齢の状況

職員給与費の状況人件費の状況

人件費には町長等、議会議員、非常勤の特別職に支給される給料・報酬を含む。
歳出額、人件費については当該年度の一般会計当初予算の数値を記載。

区分 一般行政職 技能職 医療職 現業職
高校卒 138,400 円 134,000 円 157,100 円 123,900 円

　大学卒　 159,700 円 153,800 円 185,600 円 140,300 円

平均給料月額 平均年齢
342,577 円 44.2 歳

職員手当には退職手当を含まない。
給与費は当初予算額で、職員数は当初予算に計上し
た特別職を除く職員数を記載（現業職を含む）。

住民基本台帳人口 歳出額 人件費

21,700 人 159 億 8800 万円
28億 4560 万７千円
人件費率 17.8％

給与費
給料 15 億 2926 万５千円
職員手当 １億 9763 万６千円
期末勤勉手当 ６億 5440 万１千円

計 23 億 8130 万２千円

一人当たり給与費
6,401,000 円 職員数３７２人

周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。（
公
営
企
業
局
を
除
く
。）
給
与
等
の
公
表

は
、
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１

３

２

４

５
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級別職員数の状況

特別職の報酬等の状況
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３７１人

平成17年度
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区分 給料・報酬月額 期末手当（支給割合）
町長 742,900 円

　６月期　1.60 月分
  12 月期　1.75 月分
　　合計　3.35 月分
職制上の加算措置あり

助役 609,900 円
収入役 560,500 円
教育長 560,500 円
議長 282,000 円
副議長 226,000 円
議員 206,000 円

数値は一般職のみ

６

７

○
供
用
開
始
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
か
ら
沖
浦
西
地
区
の
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
使
用
で
き
る
地
域
は
、
供
用
開
始
区
域
図
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。
周
防
大
島
町
の
上
下
水
道
課
、
大
島
総
合
支
所
お
よ
び
沖

浦
出
張
所
で
、
供
用
開
始
区
域
図
の
縦
覧
を
６
月
16
日
か
ら
２
週
間

行
い
ま
す
。
下
水
道
が

使
用
で
き
る
地
域
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
す
み
や
か
に
排
水

設
備
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
下
水
道
を
使
用
す

る
と

　

沖
浦
西
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
汚
水
を
適
正
に

処
理
さ
れ
る
こ
と
で
、

川
や
海
の
自
然
環
境
が

改
善
さ
れ
る
う
え
、
住

宅
内
の
衛
生
環
境
が
向

上
し
ま
す
。

沖浦西地区
（志佐・日見・横見）の
下水処理開始のお知らせ

供用開始区域図

部門別職員数の状況８
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科　　　　　目 予算額 収支済額 予算対比

歳　
　
　

入

町 税 1,362,945 1,362,619 100.0 
地 方 譲 与 税・ 交 付 金 542,534 587,106 108.2 
地 方 交 付 税 8,385,228 8,344,854 99.5 
分 担 金・負担金・使用料・手数料 416,584 407,796 97.9 
国 庫 支 出 金 1,640,455 889,142 54.2 
県 支 出 金 1,502,879 640,929 42.6 
繰 入 金 871,969 459,003 52.6 
繰 越 金 409,857 409,857 100.0 
町 債 2,083,800 359,900 17.3 
その他（財産収入・寄付金・諸収入） 319,349 317,980 99.6 
一 般 会 計 歳 入 合 計 17,535,600 13,779,186 78.6 

科　　　　　目 予算額 支出済額 予算対比

歳　
　
　

出

議 会 費 151,283 149,739 99.0 
総 務 費 2,546,170 1,804,784 70.9 
民 生 費 1,843,041 1,723,211 93.5 
衛 生 費 1,879,102 1,187,556 63.2 
農 林 水 産 業 費 1,749,054 1,109,778 63.5 
商 工 費 481,398 418,535 86.9 
土 木 費 516,684 251,998 48.8 
消 防 費 547,932 517,948 94.5 
教 育 費 962,877 880,366 91.4 
公 債 費 3,109,234 3,101,864 99.8 
その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 3,748,825 866,845 23.1 
一 般 会 計 歳 出 合 計 17,535,600 12,012,624 68.5 

会　　計　　名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 3,334,092 2,593,310 77.8 2,874,854 86.2
老 人 保 健 5,269,196 4,530,970 86.0 4,757,797 90.3
介 護 保 険 2,677,001 2,177,910 81.4 2,448,627 91.5
簡 易 水 道 1,052,624 426,800 40.5 951,280 90.4
訪 問 看 護 28,393 14,168 49.9 25,923 91.3
下 水 道 592,131 192,492 32.5 493,965 83.4
農 業 集 落 排 水 1,699,872 255,849 15.1 842,199 49.5
漁 業 集 落 排 水 42,760 3,053 7.1 38,619 90.3
渡 船 83,239 57,110 68.6 78,562 94.4
交 通 災 害 共 済 10,851 8,858 81.6 7,556 69.6

合　　計 14,790,159 10,260,520 69.4 12,519,382 84.6

◆特別会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

◆一般会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

平成 17年度下半期

周防大島町の財政状況

平
成
17
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
末
）
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。）
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会　　　計　　　名 収　　　入 支　　　出
予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比

収益的収入及び支出 4,267,950 4,343,106 101.8 4,207,676 4,165,792 99.0 
資 本 的収入及び支出 17,039,915 8,515,690 50.0 17,499,812 7,846,106 44.8 

基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 647,232,638 円
減 債 基 金 396,833,124 円
県 収 入 印 紙 購 入 基 金 3,000,000 円
東和庁舎及び文化交流施設建設基金 0円
奨 学 資 金 貸 付 基 金 42,203,021 円
福 祉 振 興 基 金 326,928,514 円
国 民 健 康 保 険 基 金 101,261,178 円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 100,688,918 円
ふ る さ と 創 生 基 金 166,834,478 円
土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） 84,732,183 円
土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 15,295,135 円
中山間ふるさと水と土保全基金 31,130,672 円
斎 場 建 設 基 金 0円

一 般 会 計 23,179,652 千円
簡 易 水 道 会 計 4,764,513 千円
下 水 道 会 計 1,764,866 千円
農業集落排水会計 1,590,050 千円
漁業集落排水会計 155,519 千円
渡 船 会 計 19,392 千円

３月末現在高 200,000 千円

土 地 1,534,316 ㎡
建 物 200,002 ㎡
山 林 6,802,033 ㎡
有価証券・出資
による権利 5,140,638,375 円

◆公営企業局（病院事業）歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

◆町有財産の状況（３月末現在）　

◆町債残高の状況（会計別３月末）　

◆一時借入金の状況　

【
制
度
の
概
要
】

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
制

度
が
終
了
し
、
平
成
17
年
度
よ

り
第
二
期
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域

等
の
農
地
や
営
農
を
守
り
多
面

的
機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
集

落
協
定
を
結
ん
だ
集
落
や
個
別

協
定
を
結
ん
だ
認
定
農
業
者
等

に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

集
落
に
お
い
て
本
制
度
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
の
方
策
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

【
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
】

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
毎
年

集
落
に
交
付
さ
れ
る
直
接
支
払

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

協
定
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
交
付
金
を
活

用
し
て
自
分
達
が
暮
ら
す
地
域
を
い
か

に
よ
り
良
い
も
の
と
で
き
る
か
を
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

【
平
成
17
年
度
実
施
状
況
】

　

平
成
17
年
度
か
ら
の
第
二
期
制
度

は
、
49
の
集
落
で
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
地
区
ご
と
の
集
落
協
定
の

実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
林
振
興
班

☎
７
９
‐
１
０
０
２

地
域
協
定
数

参
加
農
家
数

協定対象農用地面積

交
付
金
（
千
円
）

取り組み内容と活動協定数

農業生産活動
多面的機能増進活動

集
落
マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン 農
用
地
等

保
全
マ
ッ

プ 生
産
性
収

益
向
上

担
い
手

育
成

(a) 農用地 施設

田 畑 計

適
正
な
農
業
生
産
活
動

賃
借
権
設
定
・
農
作
業
の
委
託

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
地
法
面
管
理

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

簡
易
な
基
盤
整
備

そ
の
他
（
災
害
復
旧
等
）

水
路
管
理

農
道
管
理

そ
の
他
（
た
め
池
等
）

周
辺
林
地
の
下
草
刈

土
壌
流
亡
配
慮
営
農

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

景
観
作
物
の
作
付
け

魚
類
・
昆
虫
類
保
護

粗
放
的
畜
産

堆
き
ゅ
う
肥
の
施
肥

そ
の
他
（
清
掃
活
動
等
）

集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

核
と
な
る
集
積
対
象
者
の
育
成

活
力
あ
る
周
辺
集
落
と
の
連
携

農
用
地
等
保
全
マ
ッ
プ
の
作
成

法
面
、
水
路
、
農
道
等
の
補
修
改
良

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
作
業
共
同
化
又
は
受
委
託
等

機
械
・
農
作
業
の
共
同
化

高
付
加
価
値
型
農
業
の
実
践

新
規
就
農
者
の
確
保

認
定
農
業
者
の
育
成

担
い
手
へ
の
農
作
業
の
委
託

久賀 2 11 22 1,035 1,057 684 2 1 0 0 0 0 1 2 2 0 2 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0

大島 31 378 5,383 6,494 11,877 12,227 31 11 3 21 2 6 10 31 31 2 27 1 1 6 0 0 2 2 31 6 9 11 8 1 3 1 4 4 1 2 1

東和 3 10 0 390 390 404 3 0 0 2 1 0 1 3 3 0 1 0 0 2 0 0 0 0 3 1 1 2 1 2 0 0 0 2 0 1 0

橘 13 146 0 5,240 5,240 4,605 13 6 1 10 7 5 12 13 13 1 10 5 4 3 2 1 1 1 13 5 1 12 6 8 1 0 0 10 0 6 0

合計 49 545 5,405 13,159 18,564 17,920 49 18 4 33 10 11 24 49 49 3 40 6 5 11 2 1 4 3 49 12 11 26 16 11 4 1 4 17 1 9 1

中山間地域直接支払い制度について
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町の国民健康保険を
どうするのか。

　

平
成
18
年
度
か
ら
国
保
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
町
民
の
62
％
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
も
厳
し
く
、
補
助
金
が

減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
危
機
的
な
財
政
事
情
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
か
ら
今
年
度
、
２
億
円
の
財
源
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民
の
医
療
に
「
ま
っ
た
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
を
守
る
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
、
こ
れ
か
ら
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。
町
長
に
聞
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
今
、
税
率
改
正
を

２
億
円
不
足
の
原
因
は

―

合
併
後
一
年
半
の
こ
の
時
期
に

国
保
税
の
税
率
改
正
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

町
長―

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と

約
２
億
円
ほ
ど
医
療
費
が
増
え
て

い
る
の
が
一
番
の
原
因
で
す
。
も

う
一
点
は
、
合
併
前
の
各
町
で
税

率
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

４
町
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

統
一
す
る
た
め
に
国
保
税
を
総
額

で
３
千
５
百
万
円
ほ
ど
引
き
下
げ

て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
町
民
の
負
担
が
増
え
る

税
率
改
正
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
避

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

財
政
当
局
を
交
え
て
度
々
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
の

予
算
編
成
で
は
、
ど
う
し
て
も
約

２
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
わ

け
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

税
率
の
見
直
し
も
や
む
を
え
な
い

と
苦
渋
の
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。

国
保
運
営
協
議
会
の

意
見
は

町
長―

国
保
税
の
税
率
改
正
に
つ

い
て
は
、
周
防
大
島
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
（
山
本
保
会
長
、

委
員
12
人
）
に
、
諮
問
を
し
た
わ

け
で
す
。
協
議
会
で
は
「
医
療
費

の
抑
制
に
引
き
続
き
努
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
意
見
と
共

に
、
諮
問
ど
お
り
の
答
申
が
あ
り
、

３
月
の
定
例
町
議
会
で
議
決
を
い

た
だ
き
、
条
例
を
改
正
し
た
次
第

で
す
。一

般
会
計
か
ら

３
千
５
百
万
円

町
長―

独
立
採
算
を
基
本
と
す

る
特
別
会
計
で
す
が
、
緊
急
措

置
と
し
て
、
当
初
予
算
に
は

３
千
５
百
万
円
を
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
ま
す
。
町
の
財
政
が
大

変
厳
し
い
と
き
で
す
が
、
町
民
の

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
背
に
腹

は
か
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

―

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
慣
例
化

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長―

そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
繰

り
入
れ
た
金
は
、
そ
の
分
だ
け
他

の
事
業
に
影
響
が
あ
る
わ
け
で
す
。

一
般
会
計
に
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
あ
く
ま
で
18
年
度
だ
け
の
緊

急
措
置
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
は
33
億
円

老
人
医
療
費
53
億
円

―

な
ぜ
、
急
に
医
療
費
が
増
え
た

の
で
す
か
。

町
長―

予
想
を
は
る
か
に
越
え
て

医
療
費
が
伸
び
て
い
ま
す
。
周
防

大
島
町
の
国
保
と
老
人
医
療
を
合

わ
せ
る
と
17
年
度
予
算
額
で
約

86
億
円
に
も
な
り
ま
す
。
す
べ
て

が
医
療
費
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
医
療
費
の
伸
び
等
を
勘
案

し
ま
す
と
、
仮
に
５
％
伸
び
た
と

し
て
も
約
４
億
円
以
上
増
え
る
こ

と
に
な
り
、
予
測
し
が
た
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。

山
口
県
で
二
番
目
に
低
い

国
保
税

―

周
防
大
島
町
の
国
保
税
は
低
い

の
で
す
か
。

町
長―

県
下
で
も
低
い
で
す
。
今

回
の
改
正
を
し
て
も
、
試
算
で
は

県
平
均
ま
で
行
き
ま
せ
ん
。
平
成

16
年
度
の
本
町
の
国
保
税
は
、
一

人
あ
た
り
約
５
万
３
千
円
で
し

た
。
県
下
の
平
均
は
７
万
７
千
円

で
す
か
ら
、
一
人
あ
た
り
に
し
て
、

２
万
４
千
円
安
く
、
低
い
方
か
ら

二
番
目
で
す
。

周防大島町国民健康保険運営協議会の山
本保会長から答申を受け取る中本町長
（２月９日、町長室）
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山
口
県
の
国
保
税
額
は
、
ほ
ぼ

全
国
平
均
で
す
か
ら
全
国
で
も
低

い
レ
ベ
ル
で
す
が
、
町
と
し
て
は

引
き
続
き
抑
制
す
る
努
力
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
17
年
度
は
約

５
万
円
で
す
か
ら
、
前
年
度
よ
り

も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
支
払
い
は

高
い
方
か
ら
五
番
目

―

国
保
税
は
低
く
て
医
療
費
を
多

く
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

町
長―

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
16
年
度
の
医
療
費
支
払

の
デ
ー
タ
で
は
山
口
県
の
一
人
あ

た
り
の
平
均
医
療
費
は
、
老
人
医

療
を
含
め
ま
す
と
約
46
万
円
で
す

が
、
本
町
は
約
52
万
円
で
す
。
こ

れ
は
山
口
県
で
は
五
番
目
の
高
さ

に
な
り
ま
す
。
要
因
の
ひ
と
つ
に

は
周
防
大
島
町
の
著
し
い
高
齢
化

の
人
口
構
造
が
あ
り
ま
す
。

70
歳
を
超
え
る
と

20
代
の
６
倍

―

ど
う
や
っ
て
、
医
療
費
を
抑
制

し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長―

70
歳
を
超
え
る
と
20
歳
代

の
約
６
倍
の
医
療
費
が
必
要
と
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
レ
セ
プ
ト

の
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
同
じ
症

状
で
あ
ち
こ
ち
の
病
院
に
行
っ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
薬
を
も
ら
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
も
し
て

い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
お
医
者

さ
ん
を
持
ち
、
そ
の
指
示
に
従
う

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
に

全
力
を

町
長―

い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
全
力
を
尽
く
す
以
外
に
手

立
て
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
や
健
康
指

導
、
疾
病
の
早
期
発
見
等
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
体
制
と
す
る
た

め
、
新
年
度
か
ら
高
齢
者
の
総
合

的
支
援
を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、

各
種
の
検
診
事
業
や
保
健
師
を
中

心
と
し
て
各
地
区
で
開
い
て
い

る
「
住
民
サ
ロ
ン
」
で
は
、
地
域

の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
血

圧
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
各

種
の
健
康
相
談
や
、
介
護
予
防
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
健
康

づ
く
り
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。竜
崎
温
泉
に
も
歩
行
浴
の
プ
ー

ル
を
建
設
し
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ

ら
の
施
設
を
十
分
に
利
用
し
て
健

康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
滞
納
は
不
公
平

―

国
保
税
の
滞
納
額
は
、
か
な
り

の
金
額
に
な
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
対
応
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長―

過
去
５
年
間
の
国
保
税
の

滞
納
金
額
は
、
約
８
千
万
円
に
も

な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
は
き
ち

ん
と
納
め
て
い
る
方
々
が
、
滞
納

者
の
分
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
は
不
公
平
で

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
判
定

委
員
会
を
開
い
て
、
特
別
の
事
情

等
を
考
慮
し
た
後
、
有
効
期
間
の

短
い
保
険
証
や
、
い
っ
た
ん
全
額

を
自
分
で
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
資
格
証
と
い
う
も
の
を
現
在
、

１
５
７
世
帯
の
２
４
２
人
の
方
に

町の国民健康保険をどうするのか。

出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
昨
年

度
、
東
部
地
方
税
整
理
組
合
が
解

散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
年
度
か

ら
税
務
課
の
中
に
徴
収
対
策
班
を

設
置
し
ま
し
た
。
町
税
だ
け
で
な

く
水
道
料
や
公
営
住
宅
の
家
賃
な

ど
の
滞
納
整
理
も
あ
わ
せ
て
行
い
、

新
し
い
滞
納
者
を
作
ら
な
い
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
２
１
７
０
０
人
の
う
ち

１
３
３
５
４
人
が
加
入

　

周
防
大
島
町
で
は
全
体
の
62
％

の
方
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
国
保
と
い
う
の
は
、
日
本
が

世
界
に
誇
れ
る
医
療
制
度
で
す
。

諸
外
国
に
は
日
本
の
国
保
の
よ
う

な
充
実
し
た
医
療
保
険
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。
極
端
な
話
で
す
が
、

外
国
で
盲
腸
の
手
術
を
し
た
ら

２
０
０
万
円
以
上
か
か
る
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
。
医
療
と
い
う
の

は
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
か
ら
、

誰
で
も
い
つ
で
も
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、

大
前
提
と
な
り
ま
す
。
国
保
は
優

れ
た
医
療
制
度
で
す
か
ら
、
な
ん

と
し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

周防大島町
国民健康保険医療費の推移
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大雨災害への備えは
大丈夫ですか？

～農林課からのお知らせ～

　用排水路・農道および林道
側溝の維持管理は、関係者の
皆さんでお願いします。
　近年の災害の被災原因の多
くは、「日ごろより用排水路・
道路側溝の管理がなされてい
ないことから、ゴミや土砂の
堆積により雨水が溢れ出て、
道路・田畑を崩落させる」な
どとなっています。
　このことから、用排水路・
道路側溝については、関係者
の皆さんのご協力により、日
ごろからゴミや土砂を取り除
き、水の流れを良くするよう
管理に努めてください。

日ごろからの備えと
管理があれば

災害の防止につながります。

　

こ
の
度
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

基
本
方
針
を
ま
と
め
た
「
周
防
大
島
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
望
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
を
実
践
に
移
す
た
め
に
、
今
年
度
は
テ
ス

ト
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、
来
年
度
以
降
の

本
格
的
な
周
防
大
島
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
目
指

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
テ
ス

ト
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
た
め
の
実
践
型
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
熱
意
の
あ
る
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

振
る
っ
て
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
／

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
方
で
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た

は
通
勤
や
通
学
し
て
い
る
、
応
募
時
の
年
齢
が

満
20
歳
以
上
の
方

■
募
集
人
数
／

若
干
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
活
動
内
容
／

11
月
に
予
定
し
て
い
る
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
お
よ
び
実
践

※
研
修
を
含
む
検
討
会
（
４
回
程
度
）
と
実
践

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法
／

所
定
の
応
募
用
紙
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
で
き
ま
す

の
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法
／

応
募
者
に
つ
い
て
は
選
考
委
員
会
に
て
選
考
し

ま
す
。

■
応
募
締
切
／
６
月
21
日
㈬
当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

農
林
課
農
林
振
興
班　

☎
７
９
‐
１
０
０
２

フ
ァ
ッ
ク
ス　

７
９
‐
１
０
２
１

Ｅ
メ
ー
ル　

norin@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

山口県大島柑きつ試験
場に柑きつの普及指導
員を配属
　
　４月１日から大島柑きつ試
験場（周防大島町東安下庄安
高）に企画普及担当が設置さ
れ、新たに普及指導員２名が
配属されました。
　県の組織再編により３月末
で田布施農林事務所大島支所
が廃止されましたが、県内一
の柑きつ産地「山口大島」の
振興を図るために、大島柑き
つ試験場がこれまでの柑きつ
に関する試験研究に加え、新
たに柑きつ専門の普及指導も
行います。
　 専 用 の 電 話 は ☎ ７ ７‐
１０３１です。技術相談など
お気軽にお電話やご来場くだ
さい。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
解
約
し
た
い

【
相　

談
】

　

3
日
前
、
エ
ス
テ
の
格
安
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

広
告
を
見
て
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
行
っ
た
ら
、
脱

毛
エ
ス
テ
、
痩
身
エ
ス
テ
と
次
々
と
勧
め
ら
れ
、

１
年
間
の
契
約
を
し
た
が
、
契
約
金
額
が
高
額

と
な
り
払
え
な
い
の
で
、
解
約
し
た
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

契
約
期
間
が
1
ケ
月
を
越
え
、
契
約
金
額
が

５
万
円
を
超
え
る
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

は
、
特
定
商
法
取
引
法
で
「
特
定
継
続
的
役
務

提
供
」
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
店
舗
で

の
契
約
も
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）が
で
き
ま
す
。

ま
た
、一
定
の
解
約
料
を
支
払
え
ば
い
つ
で
も
中
途
解
約
で
き
ま
す
。

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は
、
金
額
も
高
額
で
期
間
も

長
期
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
か
ら
と

い
っ
て
必
ず
し
も
期
待
ど
お
り
の
効
果
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
病
気
や
引
っ
越
し
な
ど
、
将
来
予
定
外
の
事
情
で
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
長
期
間

の
契
約
は
避
け
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

山口県消費生活センター
☎０８３（９２４）０９９９
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受
章
・
表
彰

　

水
産
庁
の
「
未
来
に
残
し
た
い

漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百

選
」
に
、
沖
家
室
の
漁
村
集
落
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
５
月
13
日
地
元

沖
家
室
で
、
中
本
町
長
や
選
定
委

員
の
小
松
正
之
さ
ん
（
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
）
ら
を
迎
え

認
定
を
祝
い
ま
し
た
。

漁村百選認定を祝う

町
自
治
会
連
合
会
を
開
催

　

平
成
18
年
度
の
行
政
連
絡
員
集
会
を

４
月
中
旬
に
町
内
４
カ
所
で
開
催
し
ま

し
た
。
集
会
で
は
、
町
長
か
ら
今
年
度
の

施
政
方
針
、
各
部
長
か
ら
重
点
施
策
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
連
絡

員
さ
ん
か
ら
町
の
施
策
に
対
す
る
質
疑

や
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
町
行
政
と
住
民
と
の

連
絡
調
整
や
文
書
の
配
布
・
回
覧
を
行
っ

て
い
た
だ
く
方
で
、
非
常
勤
の
特
別
職
の

職
員
と
し
て
２
７
０
名
の
方
に
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

行
政
連
絡
員
さ
ん

◆
瑞
宝
双
光
章

　

中
原
昭
二
さ
ん
（
外
入
）

　
（
元
東
和
町
消
防
団
長
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

中
谷
芳
夫
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
元
法
務
事
務
官
）

　

５
月
18
日
、
平
成
18
年
度
第
１
回
町
自
治
会
連
合
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
連
合
会
は
、
旧
町
単
位
の
各
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
会

長
さ
ん
方
３
名
、
計
12
名
の

委
員
で
構
成
。
行
政
と
の
連

携
や
、
町
づ
く
り
に
対
す
る

提
言
・
要
望
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
役
員
は
次
の
と

お
り
。（
敬
称
略
）

○
会
長　
　

青
木
忠
義

　
　
　
　
（
大
島
地
区
会
長
）

○
副
会
長　

行
田
茂
美

　
　
　
　
（
東
和
地
区
会
長
）

○
監
事　
　

天
河
米
彦

　
　
　
　
　
（
橘
地
区
会
長
）

○
監
事　
　

中
野
正
良

　
　
　
　
（
久
賀
地
区
会
長
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

柳
居
安
子
さ
ん
（
西
方
）

　
（
白
寿
苑
施
設
長
）

◆
周
防
大
島
防
犯
対
策
協
議
会

会
長
・
大
島
警
察
署
長
表
彰

（
５
／
16
・
大
島
庁
舎
）

○
地
域
安
全
功
労
者

　

古
本
悦
子
さ
ん
（
久
賀
・
防

　

犯
連
絡
所
指
導
員
）

　

絵
堂
光
雄
さ
ん

　
（
西
屋
代
・
少
年
相
談
員
）

　

家
房
防
犯
ク
ラ
ブ

　
（
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

組
織
）

快水浴場百選に認定

　

快
適
に
泳
げ
る

海
や
湖
を
環
境
省

が
選
定
し
た
「
快

水
浴
場
百
選
」
に
、

片
添
ケ
浜
海
水
浴

場
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
１

年
に
選
定
さ
れ
た

「
日
本
の
水
浴
場

八
十
八
選
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
山
口
県
か
ら
は
５

カ
所
の
海
水
浴
場
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
さ
、
清
ら

か
さ
、安
ら
ぎ
な
ど
５
つ
の
項
目
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
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５
月
16
日
、
み
か
ん
作
り
の
基
礎
的
な
技
術
と
知
識
を
学
ぶ
「
周

防
大
島
み
か
ん
い
き
い
き
営
農
塾
」
の
開
講
式
が
、
東
安
下
庄
の
山

口
県
大
島
柑
き
つ
試
験
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
か
ん
産
地
の
新
た

な
担
い
手
を
養
成
す
る
た
め
、
退
職
し
て
帰
っ
て
き
た
人
や
新
た
に

就
農
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、
今
年
で
第
５
期
目
の
開
講
と
な

り
ま
す
。
町
内
の
ほ
か
県
内
各
地
、
広
島
県
、
神
奈
川
県
か
ら
の
受

講
生
53
人
は
、
来
年
４
月
ま
で
月
１
回
の
講
義
を
受
け
実
習
園
で
の

作
業
を
体
験
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
23
日
に
は
「
Ｊ
Ａ
生
き
活
き
帰
農
塾
」
の
開
講
式
が

山
口
大
島
農
協
本
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
33
人
が
受
講
す
る
こ
の
講

座
は
主
に
野
菜
作
り
を
基
礎

か
ら
学
ぶ
も
の
で
、
１
年
間
の

講
義
や
実
習
を
行
い
ま
す
。
野

菜
の
ほ
か
果
樹
の
管
理
や
花

の
栽
培
も
学
び
ま
す
。

みかんづくり・野菜づくりを基礎から学ぶ

周防大島みかんいき
いき営農塾開講式

ＪＡ生き活き帰農塾

間
伐
材
で
ア
オ
リ
イ
カ
の
人
工
産
卵
床

東
京
大
島
ふ
る
さ
と
会
に
集
う

　

東
京
大
島
ふ
る
さ

と
会
（
茅
原
郁
生
会

長
・
東
屋
代
出
身
）

第
22
回
総
会
が
、
５

月
20
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は

中
本
町
長
や
地
元
町

議
会
議
員
、
東
和
・

橘
・
久
賀
な
ど
の
町

人
会
関
係
者
も
参

加
。
多
く
の
旧
大
島

町
出
身
者
が
集
い
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然
と
釣
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
５

月
20
日
、
ア
オ
リ
イ
カ
の
資
源
回
復
を
目
指
し
、
間
伐
材

に
よ
る
産
卵
床
を
設
置
し
ま
し
た
。
間
伐
材
は
、
岩
国
市

錦
町
の
林
業
者
の

協
力
を
得
て
直
接

伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ

50
本
。
会
員
に
よ

る
ダ
イ
バ
ー
が
潜

り
、
和
田
沖
２
カ

所
の
海
底
に
杭
で

固
定
し
ま
し
た
。
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陸
奥
公
園
の
維
持
に
役
立
て
て

大
島
中
学
校
に

教
育
機
器
を
寄
付

　

５
月
15
日
、
國
元
實
さ
ん
（
東

屋
代
）
か
ら
大
島
中
学
校
へ
教
育

機
器
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
一
月
に
亡
く
な
っ
た
國
元
さ

ん
の
息
子
さ
ん
が
中
学
校
時
代
に

心
臓
の
手
術
を
し
た
際
、
学
校
の

先
生
や
同
級
生
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
大
島
中
学
校
の
教
育
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
を
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

電
子
ピ
ア
ノ
な
ど
７
点
の
機
器
が

寄
贈
さ
れ
、
生
徒
の
学
習
や
生
徒

会
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

岩
国
基
地
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
が
５
月
11
日
、

陸
奥
公
園
の
維
持
管
理
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
寄
付
金

を
町
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
５
月
15
日
、
16
日

に
伊
保
田
で
開
催
さ
れ
た
バ
イ
ク
の
愛
好
家
の
集
ま
り
「
大

島
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
３
回
目
で
、

約
２
５
０
台
の
ハ
ー
レ
ー
や
自
動
車
が
集
い
、
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
大
島
庁
舎
を
訪
れ
た
代
表
者
の
レ
ン
・
テ
ィ

ピ
ッ
ト
さ
ん
を
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
５
名
は
、「
周
防
大
島
は

ど
こ
を
走
っ
て
も
ナ
イ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
愛
好
家
た
ち

は
み
な
大
島
を
走
る
の
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
募
金
や
交

流
で
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

が
、
家
の
周
囲
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。

　

土
砂
災
害
は
、
い
っ
た
ん
発

生
す
る
と
大
き
な
被
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
災
害
の
前
兆
や

気
象
情
報
に
注
意
を
払
い
た
い

も
の
で
す
。

　

崖
崩
れ
で
は
、
◎
崖
か
ら
水

が
湧
き
出
て
い
る
。
◎
崖
に
亀

裂
が
で
き
る
。
◎
崖
か
ら
小
石

が
落
ち
て
く
る
。
な
ど
の
前
兆

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
大
雨
・
洪
水
等

に
関
す
る
情
報
を
出
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
大
雨
警
報
が
発
表

さ
れ
て
い
る
と
き
「
重
要
変
更
」

と
題
し
て
「
過
去
数
年
で
最
も

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。」
と
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
か
ら
伝
わ
っ
て
来
た

と
き
は
避
難
を
す
る
な
ど
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
７
月
に
発
生
し
た
土

砂
災
害
で
は
、
町
内
各
所
で

国
道
、
県
道
等
が
通
行
止
め

に
な
る
な
ど
日
常
生
活
に
不
便

を
強
い
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
昨
年
７
月
３
日
の
大
雨
は

安
下
庄
観
測
所
で
１
日
降
雨
量

３
３
２
㎜
と
過
去
の
観
測
記
録

を
更
新
す
る
な
ど
、
局
地
的
に

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
な
い
か
と
思
っ

た
時
が
避
難
準
備
の
開
始
時
期

で
す
。
今
回
配
布
さ
れ
ま
す「
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に

早
め
の
避
難
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
、
地
域
ご
と

の
避
難
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
の
避
難
所
を
事
前

に
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

で
す
。
避
難
所
に
つ
き
ま
し
て

は
総
務
課
、
各
総
合
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土砂災害を防ぐ
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募
集

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

　

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住

　

宅
（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）

　

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
カ
月
当
り
20
万
円
以

　

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

　

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

　

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

離
婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

　

大
島
地
区
五
反
田
住
宅　

１
戸

　

大
島
地
区
小
方
住
宅　
　

１
戸

　

大
島
地
区
小
田
住
宅　
　

１
戸

　

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　

１
戸

　

久
賀
地
区
八
幡
住
宅

　
（
高
齢
者
世
帯
向
け
）　　

２
戸

　

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　

１
戸

■
入
居
資
格
／

・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

　

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令

　

月
収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以

　

下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世

　

帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

・
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者

　

世
帯
向
け
）
は
、
50
歳
以
上
の

　

方
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
み
か

　

ら
な
る
世
帯
（
単
身
不
可
）

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

　

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食

　

事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）

　

に
支
障
が
な
い
程
度
に
健
常
で

　

あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

　

が
明
ら
か
な
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

離
婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

　

６
月
19
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈮

■
選
考
方
法
／

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

　

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
申
込
締
切
日
に
応
募
の
な

　

い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
４
週
間

　

に
限
り
先
着
順
で
申
込
み
受
付

　

を
行
い
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
７
月
下
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住

宅
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ
び

申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
３

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

■
日
時
／

　

８
月
３
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時
（
甲
・
乙
種
共
通
）

　

８
月
４
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時
（
甲
種
の
み
）

■
講
習
場
所
／

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
柳
井
市
尾
の
上
）　

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）
／

　

乙
種
防
火
管
理
講
習

　

３
０
０
０
円

　

甲
種
防
火
管
理
講
習

　

３
８
０
０
円

■
受
講
手
続
き
／

　

最
寄
り
の
消
防
本
部
、
消
防
署

　

ま
た
は
出
張
所
で
受
講
申
込
書

　

を
受
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
消
防
本
部
ま
た
は
東
消
防

　

署
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／

　

６
月
19
日
㈪
〜
７
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部　

予
防
課
指
導
係

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

国
税
庁
税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
／

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

■
試
験
の
程
度
／
高
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間
／

　

６
月
20
日
㈫
〜
６
月
27
日
㈫

　
（
６
月
27
日
ま
で
の
通
信
日
付

　

印
有
効
）

■
第
１
次
試
験
／
９
月
３
日
㈰

　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文

　

試
験

　

別
に
、
10
月
に
日
程
を
指
定
す

　

る
第
二
次
試
験
（
人
物
試
験
、　

　

身
体
検
査
）
有
り

■
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

　

広
島
国
税
局
総
務
部

　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

　

ま
た
は
柳
井
税
務
署
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
９

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
国
税
庁

http://w
w
w
.nta.go.jp/

・
広
島
国
税
局

http://w
w
w
.hiroshim

a.nta.
go.jp/

お知らせ６月
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　東和・西方の服部屋敷は、神社・仏閣を造
ることで名高い地元長州大工の代表作であ
り、明治 18 年に建築され、平成６年現在の
地に移築復元された。仕口や継ぎ手など細工
の一つひとつに、当時の伝統的工法の高度な
技術が見受けられる。服部家は幕末の在郷士
族で農業のほか酒屋、網元、廻漕業など手広
く行い、名主・村長職など島末の中核を担っ
ていた。服部家の人々の暮らしだけの民家で
なく、島内外の来訪者を考慮した大きな屋敷
構えとなっている。

服部屋敷（町指定）

周
防
大
島
の
文
化
財

７

海
水
浴
場
ほ
か
ア
ル
バ
イ
ト

募
集

■
勤
務
場
所
／

・
片
添
ヶ
浜
海
水
浴
場

・
片
添
ヶ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

・
片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド

・
青
少
年
旅
行
村
（
逗
子
ヶ
浜
）

・
陸
奥
野
営
場
（
伊
保
田
）

■
勤
務
内
容
／

　

駐
車
場
の
管
理
・
場
内
環
境
整

　

備
ほ
か

■
期
間
／
７
月
１
日
㈯
か
ら

　

土
、
日
勤
務
可
能
な
方

■
勤
務
時
間
／

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

　
（
遊
湯
ラ
ン
ド
）

・
午
後
４
時
〜
10
時（
遊
湯
ラ
ン
ド
）

■
賃
金
等
／

　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
規
定
に

　

よ
り
賃
金
・
交
通
費
を
支
給

■
問
い
合
わ
せ
／

　

東
和
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
８
４
８

木
造
住
宅
耐
震
診
断
（
無
料
）

　

町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
３
年
間

の
予
定
で
、
町
内
全
域
を
対
象
に

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
耐
震
性
が
不
十
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
建
築
基
準
法
改

正
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を

対
象
に
、
耐
震
診
断
員
が
目
視
に

よ
り
屋
根
裏
や
床
下
等
を
確
認

し
、
耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も

の
で
、
診
断
料
は
町
が
全
額
負
担

し
ま
す
。

　

診
断
結
果
は
所
有
者
に
お
知
ら

せ
し
、
改
修
案
を
リ
フ
ォ
ー
ム
の

際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
改
修
す
る
場

合
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
所

有
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
60
戸
の
診
断
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
申
し
込
み
数
が

予
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
住
宅

の
立
地
場
所
等
に
よ
り
緊
急
性
を

考
慮
し
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
対
象
／

次
の
用
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
れ

ば
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
木
造
で
、
在
来
軸
組
構
法
、
伝

　

統
的
構
法
、
枠
組
壁
工
法
で
建

　

築
さ
れ
た
も
の

○
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
が
50
％

　

以
上
の
併
用
住
宅
も
含
む
）

○
戸
建
て
、
長
屋
建
て
ま
た
は
共

　

同
建
て
住
宅
で
現
に
居
住
し
て

　

い
る
も
の

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

　

築
に
着
手
し
た
も
の

○
３
階
建
て
以
下
の
も
の

■
募
集
期
間
／

　

６
月
15
日
㈭
〜
７
月
31
日
㈪

■
診
断
期
間
／

　

９
月
〜
平
成
19
年
１
月

■
診
断
内
容
／

　

住
宅
内
外
部
の
損
傷
調
査
、
耐

力
壁
内
に
あ
る
筋
交
い
の
調
査
、

屋
根
裏
、
床
下
の
調
査
等

※
住
宅
内
部
、
外
部
の
写
真
撮
影

も
行
い
ま
す
。

■
申
込
先
／

　

総
務
課
消
防
防
災
班
（
大
島
庁

　

舎
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

　

支
援
班
、
各
出
張
所
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
／

　

総
務
課
消
防
防
災
班

☎
７
４
‐
１
０
０
０

公
営
企
業
局
職
員
募
集

■
募
集
職
種
／

　

介
護
福
祉
士
・
介
護
員

■
勤
務
先
／
介
護
老
人
保
健
施
設

さ
ざ
な
み
苑
ま
た
は
介
護
老
人
保

健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑

■
募
集
人
員
／
若
干
名

い
ず
れ
も
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
講
習
受
講
者
並
び
に
介
護
福
祉

士
免
許
保
持
者
（
見
込
み
を
含
む
）

■
募
集
期
限
／
６
月
30
日
㈮

■
試
験
日
／
別
途
通
知

■
採
用
日
／
平
成
18
年
８
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ
／
周
防
大
島
町
公

営
企
業
局
☎
７
４
‐
２
３
３
２

お知らせ６月

釣りざおでの感電にご注意ください
○釣りは電線のない所で楽しみましょう。
○カーボン製の釣りざおはとても電気を通しやす
く、電線に近づけただけで感電する場合があります。
○もし、釣りざお・釣り糸が電線に引っかかった時
は、自分で取ろうとせずにすぐに中国電力へご連絡
ください。
◆中国電力株式会社　柳井営業所
　フリーダイヤル０１２０（６１６）３１７
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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
７
月
３
日
㈪　

　

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
周
防
大
島
町
に
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

沖
村
昤
峰
（
東
三
蒲
）

　

中
元
み
ど
り
（
西
屋
代
）

　

窪
谷
純
恵
（
横
見
）

　

沖
廣
紀
恵
（
久
賀
）

　

竹
本
三
千
之
（
久
賀
）

　

奥
原
法
城
（
秋
）

　

古
田
紹
雄
（
外
入
）

　

竹
本　

諭
（
神
浦
）

　

宮
崎
邦
子
（
和
田
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談

■
日
時
／
７
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

相
談

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
相
談
内
容
／

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

　

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困

　

り
の
方
に
、
具
体
的
な
問
題
解

　

決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
き

　

の
紹
介
等

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当

　

司
法
書
士　

上
田
明
弘

☎
０
８
３
５
（
２
７
）
５
７
１
７

看
護
協
会
柳
井
支
部

「
ま
ち
の
保
健
室
」

　

あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
健
康
管
理
の
ご

相
談
な
ど
お
受
け
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
開
催
場
所
／

　

イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井　

　

２
階
ベ
ビ
ー
服
売
り
場
前

■
開
催
日
時
／
6
月
17
日
㈯

　

以
降
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
内
容
／

　

健
康
相
談
、
血
圧
測
定
、
体
脂

　

肪
測
定
（
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ア
開
催

　

時
は
乳
児
・
育
児
相
談
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
看
護
協
会

　

柳
井
支
部
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
４
５
６

介護保険制度が
変わりました

お知らせ６月

◆
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
‐
５
５
０
６

「介護予防・介護保険サービスを利用するまでの流れ」
　要介護状態が軽度の人の悪化防止や介護を必要として
いない人が要介護状態にならないために、新たに『介護
予防』が始まったこと、地域包括支援センターが設置さ
れたことを５月号で説明させていただきました。これに
伴い要支援・要介護認定区分やケアプランの作成なども
一部変わります。

６５歳以上の人 特定疾病を有する４０歳以上の人

基本健康診査・保健師の訪問など 要支援・要介護認定審査

元気な
高齢者

生活機能の低下により要支援
へ移行する危険性のある人（特
定高齢者）

生活機能の低下が軽く、
改善する可能性の高い人
（要支援１・２）

生活機能の低下が中・重度
で介護サービスが必要な人
（要介護１～５）

地域包括支援センターで介護予防ケアプランの作成 居宅介護支援事業所でケ
アプランの作成

健康教室など
健康に関する
事業

状態に応じた介護予防プログラム
[ プログラムの内容 ]
◇運動機能向上　◇口腔機能向上
◇低栄養予防　　◇認知症予防
◇閉じこもり予防　など

　介護予防サービス
・介護予防通所介護
・介護予防通所リハビリ  
　テーション
・介護予防訪問介護　など

介護サービス
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７
月
11
日
よ
り
、
橘
の
竜
崎
温
泉
に
温
水
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

温
泉
の
泉
質
（
強
塩
泉
）
を
利
用
し
た
歩
行
浴

専
用
の
プ
ー
ル
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
、
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
等
）
を

完
備
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
の
水
深
は
深
い
と
こ

ろ
で
１
１
０
ｃ
ｍ
、
浅
い
と
こ
ろ
で
は
90
ｃ
ｍ
と

な
っ
て
お
り
、
泳
げ
な
い
人
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

水
中
の
運
動
は「
浮
力
」に
よ
り
体（
特
に
関
節
）

に
か
か
る
負
担
が
少
な
く
、
無
理
な
く
運
動
が
行

え
る
う
え
、「
水
抵
抗
」「
水
圧
」「
温
水
」
に
よ
っ

て
、
運
動
の
効
果
が
大
き
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

水
中
運
動
で
生
活
習
慣
病
予
防
・
介
護
予
防
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

・
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

・
休
館
日　
　

月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
が
休
館
日

○
健
康
運
動
指
導
士
が
次
の
日
程
で
随
時
指
導
し

ま
す
！

・
毎
週　

火
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

・
毎
月　

第
一
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
教
室
等
に
よ
り
、
直
接
指
導
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

東
安
下
庄
向
佐
連
６
８
５
‐
２

○
問
い
合
わ
せ

・
健
康
増
進
課
☎
７
７
‐
５
５
０
４

・
竜
崎
温
泉　

☎
７
７
‐
１
２
３
４

お知らせ６月

○使用料金表
区　分 料金

大
人

中学生以上 500 円
①町内に住所を有する満 65歳以上の人

400 円
②身体障害者手帳の交付を受けている人
③療育手帳の交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
回数券 11枚券 5,000 円
回数券 11枚券（町内 65歳以上、身体障害者手帳・
療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受け
ている人）

4,000 円

会員券１年分 35,000 円

会員券半年分 20,000 円

小
人

小学生 300 円
①身体障害者手帳の交付を受けている人

200 円②療育手帳の交付を受けている人
③精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
回数券 11枚券 3,000 円

※乳幼児は使用できません。
　小学生の使用は、成人の付き添いが必要です。

竜崎温泉温水プール
オープンのお知らせ
竜崎温泉温水プール
オープンのお知らせ

◎
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

の
更
新

　

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
居
住
費

と
食
事
の
全
額
を
本
人
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
町
村
民
税
世
帯
非

課
税
の
方
や
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
負
担
額

の
上
限
を
定
め
、
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
今
年
７

月
か
ら
、
こ
の
制
度
の
更
新
時
期

と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
を
済
ま
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
の
更
新

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る

施
設
等
で
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、
利
用

者
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。

１
．
対
象
者

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ

る
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
、

１
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
１
人

増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し

た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
等
の
額
が
、
単
身
世
帯

で
３
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
１

人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資

産
以
外
に
利
用
し
得
る
資
産
を
所

有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。 

２
．
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
） 

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介

護
、
訪
問
介
護

３
．
負
担
軽
減
の
割
合

・
利
用
者
負
担
額
（
１
割
自
己
負

担
、
食
費
、
居
住
費
ま
た
は
滞
在

費
）
の
４
分
の
１

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
利

用
者
負
担
額
の
２
分
の
１

４
．
手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
／

　

介
護
保
険
課

☎
７
７
‐
５
５
０
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
に
は
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
制
度

と
は
、
一
定
の
障
害
等
が
あ
る
人

が
医
療
を
受
け
た
際
の
医
療
費
を

公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
と
な
る
人
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

　

を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
を
お
持
ち
の
方

④
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
１
級

　

を
お
持
ち
の
方

■
有
効
期
間
／

　

平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

　

19
年
６
月
30
日
ま
で

■
助
成
の
条
件
／

　

一
定
の
所
得
基
準
を
超
え
な
い

方
。（
所
得
基
準
に
つ
い
て
は
福
祉

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

方
に
は
更
新
書
類
を
送
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
老
人
医
療
費
受
給
者

証
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
に
つ
い

て
は
、
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

印
鑑
、
保
険
証
、
対
象
に
な
る

　

要
件
を
証
明
で
き
る
も
の
（
身

　

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、　

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　

障
害
年
金
証
書
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

６
月
は
児
童
手
当
「
現
況
届
」

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
限
／
６
月
30
日
㈮
ま
で

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の
／

　

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　
（
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合
）、

　

所
得
証
明
（
１
月
２
日
時
点
で

　

周
防
大
島
町
に
住
民
登
録
し
て

　

い
な
か
っ
た
場
合
）、
印
鑑
、　

　

通
帳
等
の
振
込
先
口
座
番
号
が

　

分
か
る
書
類
（
郵
便
局
は
不
可
）

■
児
童
手
当
の
額
／

　

現
に
養
育
し
て
い
る
児
童
で
１

　

人
目
お
よ
び
２
人
目
の
児
童
は

　

５
千
円
、
３
人
目
以
降
の
児
童

　

は
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
手
当
が
小
学
校
６
年
生
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
び
児
童
手
当
の
支
給
対

象
年
齢
が
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
か
ら
小
学
校
第
６
学
年
修
了

前
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
新
た
に
手
当
て
を
受
け
よ
う

と
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
に
つ
い

て
は
、
認
定
請
求
等
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
改
正
に
伴
う

新
規
請
求
等
は
、
９
月
29
日
ま
で

に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特

例
的
に
４
月
１
日
（
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
次
の
方
は
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
当
を
受
給
中
の
方
で
、
小
学

校
５
・
６
年
生
の
保
護
者

○
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
が
、

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
所
得
制
限
に
よ

り
受
給
し
て
い
な
い
方
を
含
み
ま

す
。）

■
手
続
き
場
所
／

　

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
お

　

よ
び
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

お知らせ６月

◆放置違反金制度の導入
　放置駐車違反が確認された車両について、運転者が反則金を納付しない場合などには、そ
の車両の所有者などに対して、放置違反金（反則金と同じ金額）の納付が命じられます。さ
らに、放置違反金納付命令を繰り返し受けた常習違反者には、一定期間車両の使用制限が命
令されます。
◆放置違反金を納付しないと、車検が受けられなくなります
　放置違反金を滞納して、公安委員会から催促を受けた者は、滞納処分による強制徴収の対
象となります。また、放置違反金が納付されなければ、車検手続きが完了できなくなります。
◆民間の駐車監視員の導入
　下関警察署管内では、警察官以外にも民間の駐車監視員が巡回し、放置駐車違反の車両を
確認した場合は、その車両に放置車両確認標章を取り付けます。
　その他の警察署管内では、従来どおり警察官が、放置車両確認標章を取り付けます。

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

違法駐車の取締りが変わりました！
本年６月１日より、道路交通法の一部が改正され、違法駐車の取締りが変わりました。
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パ
ネ
ル
展
示
「 
宮
本
常
一
わ

が
ふ
る
さ
と
周
防
大
島
〜
変

わ
り
ゆ
く
人
と
景
観
を
見
つ

め
て
」
開
催
中

　

宮
本
常
一
が
昭
和
30
年
代
〜
50

年
代
の
島
の
移
り
変
わ
り
を
撮
影

し
た
写
真
の
な
か
か
ら
、
２
１
５

枚
を
選
び
27
枚
の
パ
ネ
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。
写
真
を
通
し
て
、
こ

の
島
の
人
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ

り
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

■
展
示
期
間
／
平
成
18
年
秋
ま
で

■
入
場
料
／

　

大
人
３
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

　

郡
内
小
中
学
生
無
料

■
休
館
日
／

　

水
曜
（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

■
開
館
時
間
／

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
（
入
場
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

公
開
講
座
「
介
護
さ
れ
る
立

場
に
な
ら
な
い
た
め
に
」
〜
寝

た
き
り
・
転
倒
予
防
〜　

■
日
時
／
７
月
21
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所
／

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
服
装
／

　

実
技
が
あ
り
ま
す
。
動
き
や
す

　

い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
講
師
／

　

山
口
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
学
院　

　

理
学
療
法
学
科　

専
任
教
員　

　

村
上
博
子　

先
生

■
参
加
方
法
／
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
７
月
７
日
㈮
ま
で
に
各
窓
口

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
周
防
大
島
町
健
康
増
進
課　

☎
７
７
‐
５
５
０
４

・
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
７
８
‐
２
２
０
２

・
周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
４
‐
２
９
４
８

※
定
員
30
名
を
上
回
っ
た
場
合
は

抽
選
と
し
、
受
講
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

山
本
ミ
チ
ヨ
回
顧
展
（
絵
画
）

　

東
光
会
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
賞
受

賞
作
品
「
無
言
歌
の
し
ら
べ
」
等
、

70
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
／
６
月
23
日
㈮
〜
26
日
㈪

■
場
所
／
大
島
田
舎
美
術
館

■
開
館
時
間
／

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
入
場
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

催
し

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

地　

田　

幸　

代　
（
健
康
づ
く
り
班
）

口
の
中
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り

　

口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
健
康
長
寿
の
第
一
歩
と
し
て
口
腔
ケ

ア
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
「
口
の
寝
た
き
り
」
を
予
防
し
よ
う

　

歯
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
柔
ら
か
い
も
の
ば

か
り
食
べ
た
り
、
外
に
出
る
の
が
億
劫
で
人
と

話
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
口
腔
機
能
は
衰

え
、「
口
の
寝
た
き
り
」
に
な
っ
て
し
ま
う
危

険
が
あ
り
ま
す
。「
口
の
寝
た
き
り
」
に
な
る

と
、
低
栄
養
・
脱
水
、
誤
嚥
・
窒
息
、
運
動
機

能
の
低
下
等
日
常
生
活
に
も
支
障
が
出
て
く
る

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
こ
ん
な
人
は「
口
の
寝
た
き
り
」に
要
注
意
！

・
虫
歯
を
放
っ
た
ま
ま
に
し
て
い
る

・
固
い
も
の
を
食
べ
な
い

・
合
わ
な
い
入
れ
歯
で
我
慢
し
て
い
る

・
人
と
話
す
機
会
が
な
い

・
よ
く
む
せ
る

・
口
腔
内
が
不
衛
生

◆
口
の
手
入
れ
と
口
腔
の
体
操
で
口
の
機
能
を

維
持
・
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

☆
口
の
手
入
れ

①
歯
み
が
き
・
・
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
等
を
使
っ
て

丁
寧
に
磨
く

②
舌
の
清
掃
・
・
舌
の
上
に
つ
い
た
白
い
汚
れ

を
ブ
ラ
シ
で
と
る

③
う
が
い
・
・
う
が
い
薬
を
使
え
ば
効
果
的

④
義
歯
は
は
ず
し
て
磨
く

☆
口
腔
の
体
操
・
・
舌
、
唇
、
頬
、
の
ど
の
筋

肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
口
腔
や
飲
み
込
み
機
能
が

維
持
・
向
上
し
ま
す
。

①
舌
を
出
し
て
上
下
・
左
右
に
動
か
す

②
口
を
閉
じ
て
口
の
中
で
舌
を
上
下
、
ぐ
る
り

と
回
す

③
口
を
閉
じ
た
ま
ま
頬
を
膨
ら
ま
し
た
り
、
す

ぼ
め
た
り
す
る

④
歌
を
歌
う
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

⑤
早
口
言
葉
に
挑
戦
し
て
み
る

　

毎
日
の
お
口
の

手
入
れ
で
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
、

楽
し
い
食
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

お知らせ６月
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３歳児健康診査のお知らせ
◆日時／７月 28日㈮
　13：30～14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 15年５月 27日～７月
28日生まれの者
・平成 18 年７月 28 日現在、
３歳～４歳未満で未受診者
◆問い合わせ／
健康増進課☎７７－５５０４

氏名　郡
こおり

　章
あきのり

典
職名　周防大島町立橘病院　眼科部長
　平成 11 年より中部病院（現橘病院）の眼科に勤務
しております。診療日は月曜日と木曜日のそれぞれ午
前中を東和病院外来、火曜日と金曜日のそれぞれ午前中
を橘病院外来にて診察しております。水曜日は手術日となっ
ており午後は予約制でレーザー治療や検査、メガネやコンタクトレンズ合
わせをしております。学校に行かれているお子様の場合には電話にて予約
いただければ夕方に診察をいたしております。趣味はテニスと草刈りで
す。今後ともよろしくお願いいたします。

６月 ５日（水）

21日（水）育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉 ６日（木）
健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 
たなばた会（母子保健推進協議会大島支部） 
〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

22日（木）健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 ７日（金） 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

23日（金） 1歳 6か月児健康診査 〈受付 13:30 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 ８日（土）

24日（土） ９日（日） 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

25日（日）休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉 10日（月）
健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉 
交流会（母子保健推進協議会東和支部） 
〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

26日（月）健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉
11日（火）

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉

27日（火）
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 12 日（水）

28 日（水）たなばたまつり（母子保健推進協議会橘支部） 〈13:30 ～ 15:00 たちばなケアプラザ〉 13日（木）健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

29日（木）健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 14日（金）健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

30日（金） 15 日（土）

７月 16日（日）休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

１日（土） 17日（月）休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

２日（日） 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
18日（火）

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉３日（月）

４日（火）

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉

19日（水）

20 日（木）健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 18 年５月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

２２ １ ２４

前年比

－４ ＋１ －７

物損事故件数

１０３ 前年比　　－６

今
月
の
納
税

町
県
民
税　

第
１
期
分

納
期
限　

６
月
30
日
㈮

詳
細
は
税
務
課
へ

☎
７
４
ー
１
０
０
８

６月１日㈭～９月 20日㈬

７月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

C 型肝炎抗体検査 11日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 11日㈫   9：00 ～ 10：00

乳幼児発達クリニック 27日㈭ 13：00～ 16：00

エイズ抗体検査 11日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 14日㈮・28日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 18日㈫ 13：00～ 14：00

井戸水・水質検査 11日㈫・25日㈫   9：00 ～ 11：00

※相談は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820(22)3631

ＰＤＦ版ではこのコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 

０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
藤
井
印
刷 

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

江
え

本
もと

弥
やよ

生
い

ちゃん
平成 17年 6月 5日生まれ
（東和・森走出）

（６月１日現在）
人　口　21,659 人（96人減）
　　男      9,783 人
　　女　11,876 人
世帯数　10,920 戸（27戸増）

　

６
月
２
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

を
三
蒲
小
学
校
の
児
童
が
掃
除

し
ま
し
た
。
汚
れ
た
小
プ
ー
ル

と
周
辺
を
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で
こ

す
っ
て
き
れ
い
に
し
、
夏
の
水

泳
に
備
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
た
ち
が
泳
ぐ
プ
ー

ル
を
し
っ
か
り
と
み
が
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
５
日
に
は
、

蒲
野
中
学
校
と
椋
野
小
学
校
が

大
プ
ー
ル
を
掃
除
し
ま
し
た
。

新
しんむら

村琉
りゅうと

斗くん
平成 17年 6月 23 日生まれ

（橘・土居西下）

岡
おか

原
はら

悠
ゆう

時
し

くん
平成 17年 6月 2日生まれ

（大島・前港）

県
出
先
機
関
の
再
編
整
備
の
お
知
ら
せ

（
周
防
大
島
町
関
係
）

○
柳
井
県
民
局
（
周
防
大
島
町
駐
在
）
の
設
置

・
所
在
地　

　

周
防
大
島
町
久
賀
（
県
大
島
庁
舎
２
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
０
１
７

・
地
域
調
整
、
防
災
、
県
民
相
談
等

○
大
島
社
会
福
祉
事
務
所
を
東
部
社
会
福
祉
事
務

所
へ
再
編
統
合
し
、
大
島
分
室
を
設
置

・
所
在
地
（
大
島
分
室
）　

　

周
防
大
島
町
久
賀
（
県
大
島
庁
舎
２
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
０
１
３
８

○
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
島
支
所
を
本
所
へ

統
合
し
、
大
島
相
談
室
を
設
置

・
所
在
地
（
大
島
相
談
室
）　

　

周
防
大
島
町
久
賀
（
県
大
島
庁
舎
２
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
０
１
４
１

・
毎
週
火
曜
日
（
保
健
部
門
）
お
よ
び
木
曜
日
（
食

品
・
環
境
部
門
）
の
相
談
等

○
田
布
施
農
林
事
務
所
大
島
支
所
を
本
所
へ
統
合

・
所
在
地
（
本
所
）　

　

熊
毛
郡
田
布
施
町
波
野
５
８
５
‐
１

☎
０
８
２
０
（
５
２
）
２
８
０
１

・
支
所
管
内
地
域
調
整
担
当
職
員
を
配
置

○
大
島
土
木
事
務
所
を
柳
井
土
木
事
務
所
へ
統
合

し
、
大
島
分
室
を
設
置

・
所
在
地
（
大
島
分
室
）　

　

周
防
大
島
町
久
賀
（
県
大
島
庁
舎
３
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
５
４

・
道
路
維
持
管
理
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調
整
・

相
談
、
道
路
・
河
川
・
砂
防
に
関
す
る
許
認
可
相

談
受
付
等

朴
ぱく

　奎
きゅみん

敏くん
平成 17年 6月 22 日生まれ

（大島・北二東）


